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5
月
22
日
（
日
）、
揖
斐
川
町
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、「
い
び
が
わ
健
康
福
祉

フ
ェ
ア
２
０
１
１
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
町
内
の
健
康
と
福
祉
の
関
係

団
体
に
よ
る
活
動
紹
介
や
、
様
々
な
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
展
示
な
ど
を
通
じ
て
健
康
と
福

祉
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
つ
な
げ
て
い

こ
う　

み
ん
な
の
こ
こ
ろ
」。

フ
ェ
ア
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
ど
お
り
参
加

団
体
、
住
民
が
協
力
し
合
っ
て
、
安
心
し

て
生
活
で
き

る
笑
顔
あ
ふ

れ
る「
あ
い
」

の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

体験コーナーでは団体の方々とのふれ
あいの輪ができました。

福祉施設利用者、特別支援学校児童生
徒の力作が会場にあふれていました。

おじま、くぜ幼児園のチビッコダンサー
ズが、元気なミナモダンスを披露して
くれました。

環境は地球の健康。エコ宣言して私た
ちの地球を守ります。

バザーでは心のこもった手作りの味が
大変好評でした。

北和中学校（福祉協力校）の生徒会長
から、生徒会活動で集められた「ペッ
トボトルキャップ」の贈呈がありまし
た。ありがとうございました。

エンディングのギター演奏。♪みんな
がみんなが集まれば何かできる、何か
できる～♪

主催
いびがわ健康福祉フェア実行委員会
後援
揖斐川町・揖斐川町社会福祉協議会

　

今
年
も
参
加
型
フ
ェ
ア
と
し
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
等
の
回
収

を
行
い
ま
し
た
。
回
収
状
況
は
左
記

の
通
り
で
す
。

☆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

２
４
０
・
３
㎏
（
約
９
６
０
０
０
個
）

　
（
参
考
）
１
２
０
人
分
の
ポ
リ
オ
ワ
ク

チ
ン
が
購
入
で
き
ま
す
。

☆
書
き
損
じ
は
が
き　

１
６
０
枚

社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連

盟
に
寄
付
し
ま
し
た
。

☆
中
古
め
が
ね 

26
個

☆
天
ぷ
ら
油
（
廃
油
） 

１
件

☆
ベ
ル
マ
ー
ク 

多
数

　

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

いびがわ健康福祉フェア2011を開催しました
～つなげていこう　みんなのこころ～

大ホールではいび川児童合唱団、
津軽三味線のミニコンサートが
開かれました。

オープニングで福祉標語・習字
の表彰を行いました。すばらしい
作品をありがとうございました。
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平
成
23
年
度　

第
１
回
揖
斐
川
町
福
祉
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

5
月
31
日
（
火
）
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、「
平
成
23
年
度
第
1
回
揖
斐
川
町
福
祉

委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
祉
委
員
の
改
選
に
あ
た
り
、
4
月
か
ら
5

月
に
か
け
て
町
内
11
地
区
で
「
福
祉
委
員
研
修

会
」
を
実
施
し
、
委
嘱
状
の
交
付
及
び
『
福
祉

委
員
の
役
割
と
組
織
』
等
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
各
地
区
か
ら
福
祉
委
員

代
表
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
下
記
の
と
お
り

25
名
の
皆
さ
ん
が
揖
斐
川
町
福
祉
委
員
会
の
委

員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
地
域
の
見
守
り
体
制
づ
く
り

〜
地
区
福
祉
連
絡
会
設
立
に
つ
い
て
〜
を
テ
ー

マ
に①

地
区
福
祉
連
絡
会
と
は
・
・
・

②
福
祉
委
員
と
民
生
委
員
の
違
い

③
清
水
西
地
区
福
祉
連
絡
会
の
事
例
発
表　

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
福
祉
委
員
の
研
修
会
を
重

点
に
行
う
た
め
、「
平
成
23
年
度
研
修
計
画
」
に

つ
い
て
も
委
員

の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に

福
祉
委
員
会
が

充
実
す
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

福
祉
委
員
活
動
だ
よ
り

　
「
福
祉
委
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
島
地
区　

上
野
区
長　

水
野 

忠
義 

氏

我
が
地
区
の
福
祉
委
員
と
し
て
の
自
覚
、
認
識
の
低
い
の
を
感
じ
た
の
は
、
平
成
21
年

11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
地
域
福
祉
懇
談
会
」
に
出
席
し
た
と
き
で
す
。
そ
の
時
の
出
席
は
、

福
祉
委
員
14
名
中
1
名
で
し
た
。

私
は
、
6
月
の
福
祉
委
員
研
修
会
で
も
出
席
が
悪
か
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
の

で
、
8
月
に
福
祉
委
員
に
対
し
て
意
識
向
上
、
動
議
付
け
を
図
る
会
合
を
開
き
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
の
「
地
域
福
祉
懇
談
会
」
に
備
え
て
、
討
議
予
想
さ
れ
る
想
定
問
答
を
予
想

し
て
、
出
席
し
て
も
討
議
に
加
わ
れ
る
よ
う
な
準
備
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
懇
談

会
の
当
日
行
き
ま
す
と
前
述
の
と
お
り
の
結
果
で
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
如
何
に

す
れ
ば
皆
に
そ
の
責
務
を
認
識
し
て
も
ら
え
る
か
悩
み
ま
し
た
。
翌
月
の
会
議
で
、「
何

が
原
因
で
出
席
で
き
な
か
っ
た
か
話
し
合
い
た
い
」
と
切
り
出
し
ま
し
た
が
意
見
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
も
「
今
ま
で
こ
ん
な
に
努
力
し
た
の
に
」
と
い
う
よ
う
な
自
負
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
席
で
は
、「
来
年
の
懇
談
会
の
結
果
を
見
て
再
検
討
し
よ
う
」
と

投
げ
か
け
課
題
と
し
て
残
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
も
「
あ
ま
り
に
も
早
急
過
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
反
省
の
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
私
な
り
に
努
力
を
し
ま
し
た
が
、期
待
が
大
き
過
ぎ
た
と
思
い
ま
す
。「
時

間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
取
り
組
む
」
そ
し
て
「
役
員
の
皆
が
自
発
的
に
行
動
を
起
こ
す

環
境
を
作
っ
て
い
く
」
こ
と
が
大
切
で
、「
機
会
あ
る
ご
と
に
福
祉
の
話
題
を
持
ち
、
情

報
を
共
有
す
る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
が
、
皆
が
そ
の
責
務
を
自
覚
し
行
動
に
移
す
「
き
っ

か
け
」
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

機
会
あ
る
ご
と
に
受
け
持
ち
の
瀬
古
内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
高
齢

者
等
の
話
題
に
ふ
れ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

今
年
4
月
の
「
福
祉
委
員
研
修
会
」
で
は
、
14
名
中
10
名
の
出
席
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
席
で
当
区
の
役
員
が
小
島
地
域
の
福
祉
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
し
、

区
内
の
受
け
持
ち
連
絡
員
も
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
月
に
開
催
し
た
新
旧
役
員
交

代
の
会
に
は
民
生
児
童
委
員
の
方
に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、「
つ
な
が
り
を
深
め
て
協

力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
区
は
他
所
に
比
較
し
て
ま
だ
ま
だ
歩
き
だ
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地
道
な
活
動
で
一

歩
一
歩
進
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＜揖斐川町福祉委員会＞
委　員　長  細野　　剛（北方）
副委員長  森　　覚成（久瀬）　　　立川　貞一（清水）
委　　員  松原　弘明（揖斐）　　　久保田善朗（揖斐）　　　成瀬　豊司（大和）
 高野賀代子（大和）　　　香田　光義（北方）　　　若原　治男（清水）
 岡崎　行雄（小島）　　　粟野　文枝（小島）　　　西依　孝夫（小島）
 宇佐美　隆（小島）　　　坪井　陽子（脛永）　　　平塚　昭代（脛永）
 長柄　享子（谷汲）　　　不破　久美（谷汲）　　　杉山　富子（谷汲）
 藤田　清子（春日）　　　立川　栄子（春日）　　　駒月ハマエ（春日）
 長屋　　薫（久瀬）　　　横山　法子（藤橋）　　　坂田　千里（坂内）
 矢野　照子（坂内） （任期：平成 25年 3月 31日まで）

（順不同・敬称略）
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正解者の中から抽選で5名様に、図書カードをプレゼントします。

●応募要項
ハガキに答え・住所・氏名・年齢をご記入の上、下記までご応
募ください。また、社会福祉協議会に対するご意見、ご希望も
あわせてお寄せください。

●応 募 先
　〒 501-0603　揖斐川町上南方 193番地
　　揖斐川町社会福祉協議会　地域福祉係
●応募期間
　平成23年７月25日（月）～平成23年８月10日（水）必着
　※発表は、図書カードの発送をもってかえさせていただきます。
　※先月号の答えは…『五月人形』

認知症予防等のための「脳のトレーニング」クイズです。

～なぞなぞ～
何と読むでしょう？

町
か
ら
管
理
運
営
を
受

託
し
て
い
る
シ
ン
グ
ル
シ
ル

バ
ー
ふ
れ
あ
い
の
家
（
谷
汲

岐
礼
）
で
は
、
一
年
を
通
し

数
回
野
外
活
動
に
出
か
け
ま

す
。五

月
の
爽
や
か
な
風
、山
々

の
新
緑
に
誘
わ
れ
、
大
垣
市

赤
坂
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
藤
棚

を
散
策
し
ま
し
た
。

咲
き
誇
る
美
し

い
藤
の
花
に
思
わ
ず

う
っ
と
り
。
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
に
、
心

が
和
み
ま
し
た
。

谷
汲
�
�
�
�
�
家

施設だより

　私達は、日頃「福祉」を意識して過ごす人
は少ないと思いますが、自然に他の人のため
に何かしてあげたりしてあげて、その「思い
やりの心」が福祉につながっているのですね。
誰もが健康で安心して暮らせるまちづくりに
も発展し、一つ一つの小さな事も大きな力に
なる事は素晴らしいですね。　 （30代 女性）

　今年こそはボランティアの年にしたいなと思ってい
ます。町内のボランティア団体の情報を手軽に入手で
きたらうれしいです。　　　　　　　　（20代 女性）

　「災害ボランティア研修会」に参加した一人です。起
きると予想されている災害に対して、早急にセンター
の立ち上げが必要と痛感しています。　　（60代 女性）

　一人で毎回楽しみに待っております。頭を使います。
面白いですね。　　　　　　　　　　　　（70代 女性）

脳トレから寄せられた住民の声
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地域で安心して暮らせるよう支援します

日常生活自立支援事業
　高齢者や障がいのある方々が、住み慣れた地域で安心して生活が送れるように、福祉サービスの
利用などにかかわる相談やお手伝いをし、その生活を支援する事業です。

〈 サービス内容 〉

どんなサービスがあるのかわからない
手続きが難しくて一人でできない

○福祉サービスについての情報提供や助言
○福祉サービスを利用するときの手続き
○福祉サービスの利用料を支払う手続き
○福祉サービスについての苦情を解決するための手続き

福祉サービスの利用援助

どこに置いたか忘れてしまう
だれかに取られないか心配

○年金や福祉手当の受領に必要な手続き
○医療費を支払う手続き
○税金や社会保険料、公共料金等を支払う手続き
○日常用品等の代金を支払う手続き

日常的金銭管理サービス

預貯金の出し入れができない
生活費が計画的に使えない
金銭の管理をしてほしい

○預貯金通帳
○証書（年金証書、権利証、契約書、保険証書）
○実印・銀行印など

書類等の預かりサービス

〈 利用料金 〉
・契約に至るまでの相談などは無料です。
・契約後の生活支援員によるお手伝いには次の料金がかかります。（生活保護世帯は無料です。）

サービス内容 「福祉サービス利用援助」、「日常的金銭管理サービス」 書類預かりサービス

利用料金 1時間あたり 1,000円
※ 1時間をこえると 30分ごとに 500円加算 １か月あたり500円

　各地区の生活支援員、社会福祉協議会職員、西濃地区福祉サービス利用支援センター（大垣市社会福祉
協議会）がお手伝いします。

　　社会福祉法人揖斐川町社会福祉協議会　在宅福祉係 ☎ 0585-23-0411
　　西濃地区福祉サービス利用支援センター（大垣市社会福祉協議会内） ☎ 0584-78-8181

〈 詳細は下記までお問合せください 〉
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～理事会・評議員会だより～
◆5月25日（水）第2回理事会及び第2回評議員会が開催され、苦情解決第三者委員の選考、平
成22年度の事業報告及び一般会計並びに特別会計決算（別記）が認定、承認されました。また、
平成23年度一般会計補正予算（第１号）が承認されました。

平成22年度 社会福祉法人揖斐川町　　　社会福祉協議会 事業・決算報告
【法人運営事業】
・理事会（７回）・評議員会（７回）・監査（１回）
・会費の依頼（一般会費・賛助会費）
・地域福祉推進委員会（１回）

【調査・企画・広報事業】
・社協だより「かけはし」発行（６回）
・地域福祉懇談会（11地区　参加者413名）

【福祉推進事業】
・福祉委員研修会（11地区　参加者282名）
・揖斐川町福祉委員会（２回　参加者33名）
・地域サポート事業（対象者993名　延べ人数1,690名）
・福祉機器貸与事業（車椅子40台　延べ貸与数73台）
・地域福祉推進助成事業（11地区自治会）
・いびがわ健康福祉フェア実行委員会への助成

【受託事業】
・要介護認定調査（揖斐広域連合・養老町・一宮市）
　　要介護認定に必要な事項の訪問調査（171件）
・介護予防事業（揖斐川町）
　　介護予防教室（270回　参加者3,828名）
　　介護予防ボランティア養成事業
　　（9回　参加者259名）
・家族介護者交流事業（揖斐川町）（８回　84名）
・軽度生活援助事業（揖斐川町）
　（登録者17名　延べ回数364回）
・生きがい活動支援通所事業（揖斐川町）
　　谷汲（登録者26名　延べ回数785回）
　　春日（登録者４名　延べ回数135回）
　　坂内（登録者１名　延べ回数134回）

【高齢者住宅「はなもも」事業】（揖斐川町）
・住宅管理業務（入居者14名）

【ボランティア事業】
・災害ボランティアセンター事業
　（研修１回　参加者300名）
・ボランティア市民活動支援センターの運営
・ボランティア☆スクール
　（受入施設15施設　参加学校6校　延べ人数137名）
・ボランティア団体への助成（２団体）
・福祉協力校指定・助成
　（小学校９校、中学校６校、高等学校１校）

【共同募金配分金事業】
・給食サービス事業（申請者数244名　延べ人数1,822名）
・バースデイサービス事業
　（80～90歳ひとり暮らし高齢者323名）
　（91歳以上高齢者290名）
・多世代交流会（16回　参加者1,245名）
・ふれあいいきいきサロン事業
　　自主サロンへの助成　74サロン
　　社協主導型サロン（46回　参加者759名）
・障がい者のつどい（３回　参加者130名）
・赤い羽根文庫事業（小中学校14校、特別支援学校・
　幼稚園・幼児園・保育園12園、子育て支援センター）
・キッズ☆パワー事業（５校）
　（揖斐小学校・小島小学校・谷汲小学校・春日小学校・揖斐高等学校）
・母子父子家庭等激励事業
　　図書カード贈呈（168世帯　276名）
　　夏休み宿題応援スクール（31名）

【介護保険事業】
・居宅介護支援事業　3事業所（揖斐川・谷汲・春日）
　　ケアプラン作成（2,493件）
　　介護予防プラン（303件）
・訪問介護事業　1事業所（揖斐川）
　　訪問介護サービス（利用者54名　延べ回数7,210回）
・通所介護事業　3事業所（谷汲・春日・坂内）
　　通所介護サービス（利用者94名　延べ回数8,150回）

【障がい福祉サービス事業】
・居宅介護事業　１事業所（揖斐川）
　　居宅介護サービス（利用者15名　延べ回数2,204回）

【その他の事業】
・生活福祉資金貸付事業（相談件数８件）
・日常生活自立支援事業（利用者６名）
・災害見舞金支給事業（見舞金２件）
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平成22年度 社会福祉法人揖斐川町　　　社会福祉協議会 事業・決算報告

会　長　樋口　直嗣

副会長　山口　敬次　　安藤　　稔

理　事　所　登喜雄　　佐藤　康行　　髙橋　　勉

　　　　森　　勝博　　髙橋　正彦　　中川　千吉

　　　　田中　正敏　　所　　孝子　　古野　一弘

　　　　近藤晃太郎　　髙橋　宏之

監　事　天羽　茂喜　　林　　　茂　　小森　勝義

（任期：平成 24年 6月 30日まで）

評議員　高橋　嘉明　　加藤　政秀　　竹中　治通
　　　　瀬川　堯之　　細野　　清　　大野　武志
　　　　高橋　典男　　青木　勝秋　　松井　敬享
　　　　坂東　　稔　　増田　　秀　　橋本　勝範
　　　　杉坂　好一　　細野　　剛　　三輪　幸恵
　　　　石橋　裕子　　坪井　恵子　　薮下　勝間
　　　　平井　壽人　　林　　孝芳　　高橋　浅恵
　　　　杉島　初代　　田中　芳江　　高田　照巳
　　　　高橋　良樹　　平野　孝男　　池戸　達郎
　　　　山本　良明　　小椋　壽巳　　森田　正行

（任期：平成 24年 5月 31日まで）

役員紹介（順不同・敬称略）

勘　定　科　目 金　額
会費収入 7,823,500 
寄付金収入 230,236 
経常経費補助金収入 57,294,500 
受託金収入 23,165,626 
事業収入 555,500 
共同募金配分金収入 4,607,859 
介護保険収入 142,898,924 
自立支援費等収入 5,187,700 
補助事業等収入 3,282,691
雑収入 1,623,880 
受取利息配当金収入 284,655 
会計単位間繰入金収入 500,000
経理区分間繰入金収入 13,140,920 
経常活動収入計　① 260,595,991 
人件費支出 181,570,292 
人件費支出（法人運営・地域福祉・受託事業） 74,961,126 
人件費支出（介護保険・障害福祉サービス事業） 106,609,166 
事務費支出 13,931,154 
事業費支出 32,298,525 
助成金支出 4,189,269 
負担金支出 4,808,806 
経理区分間繰入金支出 13,140,920 
経常活動支出計　② 249,938,966 
経常活動資金収支差額③＝①－② 10,657,025 

勘　定　科　目 金　額
受託金収入 5,854,908
受取利息配当金収入 402
経常活動収入計　① 5,855,310
人件費支出 198,460
事務費支出 285,240
事業費支出 5,033,875
会計単位間繰入金支出 500,000
経常活動支出計　② 6,017,575
経常活動資金収支差額③＝①－② -162,265

勘　定　科　目 金　額
施設整備費等寄付金収入 0 
施設整備費等収入計　④ 0 
固定資産取得支出及び繰入金支出 2,827,235 
施設整備費等支出計　⑤ 2,827,235 
施設整備費等資金収支差額⑥＝④－⑤ -2,827,235 

勘　定　科　目 金　額
施設整備費等収入計　④ 0
施設整備費等支出計　⑤ 0
施設整備費等資金収支差額⑥＝④－⑤ 0

【財務活動による収支】
勘　定　科　目 金　額

財務活動等収入計　⑦ 0
財務活動等支出計　⑧ 0
財務活動資金収支差額⑨＝⑦－⑧ 0

当期資金収支差額合計⑩＝③ + ⑥ + ⑨ -162,265
前期末支払資金残高　⑪ 1,185,330
当期末支払資金残高　⑩ + ⑪ 1,023,065

勘　定　科　目 金　額
積立預金取崩収入 0
その他の収入 8,538,030
財務活動等収入計　⑦ 8,538,030
投資有価証券取得支出 39,000
積立預金積立支出 20,000,000
その他の支出 10,440,300
財務活動等支出計　⑧ 30,479,300
財務活動資金収支差額⑨＝⑦－⑧ -21,941,270

予備費　⑩ 0
当期資金収支差額合計⑪＝③ + ⑥ + ⑨－⑩ -14,111,480
前期末支払資金残高　⑫ 78,288,048
当期末支払資金残高　⑪ + ⑫ 64,176,568

【経常活動による収支】　　　（単位：円）【施設整備等による収支】　　（単位：円）

【財務活動による収支】　　　（単位：円）

【施設整備等による収支】　　（単位：円）【経常活動による収支】　　　（単位：円） （一般会計）
「一般会計」

（特別会計）

「特別会計」高齢者住宅はなもも
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各支所電話番号
谷汲支所（谷汲保健センター内） ☎ 56-3700 久瀬支所（久瀬振興事務所内） ☎ 54-2288
谷汲デイサービスセンター ☎ 56-3630 藤橋支所（藤橋振興事務所内） ☎ 52-2111

シングルシルバーふれあいの家 ☎ 56-3150 坂内支所・坂内デイサービス
センターもみの木 ☎ 53-2662

春日支所・春日デイサービス
センター（かすがモリモリ村内） ☎ 58-0008 高齢者住宅「はなもも」 ☎ 53-0007

　社会福祉協議会では、日常生活に支障のある在宅者に対して福祉機器の貸出をしています。
 ◆貸 出 機 器 車椅子（自走用・介助用）
◆貸出対象者　日常生活に支障のある在宅者で、揖斐川町にお住まいの方
　　　　　　　　（公的制度の認定を受けている方はご相談ください）
◆貸 出 期 間　1年間
　　　　　　　　（1年を超えて引き続き貸出を希望する方は、更新手続きが必要です）
◆利 用 料　無料
　　　　　　　　（ただし、返却時に消毒料を実費負担していただきます。
　　　　　　　　  平成 23年 7月現在　5，000 円）

8 月・9 月の予定

　 

この 4月から以前に勤務していた事業所へ
3年振りに転勤となりました。窓外からの景色
や事業所内の雰囲気は以前と変わりありません
でしたが、視線を地区内の高齢の方に向けると、
3年という歳月の流れを感じさせられることが
多く見受けられました。元気で独居生活を送っ
ておられた方が、介護サービスの利用を始め出
していたり、施設に入所されていたり…。ただ
そんな中で、3年前よりかえって元気な様子で
在宅生活を送られている方がおりました。その

～　編 集 後 記　～
方は「自分には障がいがあるが、障がいを持っ
ている自分が当たり前の自分と思い、自身で今
できることを考え毎日を過ごしている」と話さ
れておりました。
　すぐに真似ができることではないと思います
が、たとえ今の自身の境遇に不満があったとし
てもすぐに落胆したりせず「今の自分にできる
こと」を考え、少しずつでも高齢の方の心境に
近付いていけたらと考えさせられました。

流しそうめん会
（春日デイサービスセンター）
夏まつり（谷汲デイサービスセンター）
保育園児との交流会
（春日デイサービスセンター）
夏まつり（坂内デイサービスセンター）
揖斐川町総合防災訓練
ミニ運動会（春日デイサービスセンター）
消防訓練（坂内デイサービスセンター）
消防訓練（谷汲デイサービスセンター）
災害ボランティア研修会
地域交流会（春日デイサービスセンター）

8月1日（月）～6日（土）

　　3日（水）～5日（金）
２５日（木）

２５日（木）
28日（日）

9月５日（月）～10日（土）
８日（木）
２２日（木）
２6日（月）
　中旬

※冠婚葬祭や、旅行、入退院時で一時的に利用を希望される方につきましては、
　無料で短期貸出（1週間程度）をしています。
※詳細については、揖斐川町社会福祉協議会　☎ 23-0411までお問い合わせください。

福祉機器を貸出しています

～あたたかいこころ～
こころあたたまる寄付をいただき
　　　　　　　 誠にありがとうございました。

【平成23年 5月1日から6月30日まで】

★松井親夫　様（谷汲）･････････ 10,000円
★雨森木綿　様（揖斐川）･･････････････････
タンバリン大3個・小2個、鳴子15個、
鈴10個、トライアングル1個、フィンガー
シンバル6組
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